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本資料は令和３年１２月１９日現在の内容をまとめたものです。 

今後、有識者会議委員のご意見を踏まえ、内容やデータを加除訂正してまいり

ます。 
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はじめに 

 
東海旅客鉄道株式会社（ＪＲ東海）では、首都圏～中京圏～近畿圏を結び日本の

大動脈輸送を担う東海道新幹線における将来の経年劣化や大規模災害に対する

抜本的な備えとして、平成２６年１０月に全国新幹線鉄道整備法に基づく工事

実施計画の認可を受け、中央新幹線の建設を進めています。また、中央新幹線の

走行方式を超電導リニアとすることで、都市間の移動に圧倒的な時間短縮効果

がもたらされ、三大都市圏が１つの巨大都市圏、いわゆる「スーパー・メガリー

ジョン」となり、人々の交流が非常に活発となるなど、経済・社会活動が活性化

すると考えられます。 
 
中央新幹線の建設の推進にあたっては、工事の安全、環境の保全、そして地域と

の連携を重視し、取組んでいるところです。 
 
中央新幹線南アルプストンネル（静岡工区）の工事に関しては、大井川の水資源

利用に与える影響の回避・低減を進めていくことが非常に重要であり、これまで

静岡県との間で議論等を進めてまいりました。 
 
その後、議論の内容を科学的・工学的に検証し、今後の工事に対する具体的な指

導を行っていくためとして、令和２年４月２７日に、国土交通省において「リニ

ア中央新幹線静岡工区 有識者会議」（以下、「有識者会議」と称する。）が設置

されました。 
 
有識者会議においては、委員の皆様に幅広い観点から議論をしていただき、実測

データを重視することや、水収支解析モデルの解析結果等の取扱い、水循環に基

づく降水、表流水、地下水、蒸発散とトンネル掘削に伴う湧水との関係性の理解、

県外流出量の評価、モニタリング体制の構築やリスクへの対応、など数多くの専

門的なご意見、ご指導を踏まえ、取組みに盛り込んでまいりました。 
 
本資料は、こうして検討を進めてきた大井川水資源利用への影響の回避・低減

に向けた取組みの内容について、とりまとめたものです。本資料と有識者会議

が本資料の内容を踏まえてとりまとめた中間報告に基づき、今後精一杯取り組

んでまいります。 
 
特に、本資料の内容を利水者や流域市町の皆様に丁寧に説明し、トンネル工事に

伴う水資源利用に関しての地域のご不安やご懸念が払拭されるよう真摯に対応

してまいります。そのうえで、工事の実施にあたっては、有識者会議でご提示し

た水資源利用への影響の回避・低減策を確実に進めてまいります。 
 



一方で、水資源利用への影響評価は確定的なものでなく、また突発湧水等の不測

の事態が生じる可能性があることから、こうしたリスクについて静岡県等や専

門家のご意見も踏まえて具体的な対応の計画を策定し、実施してまいります。リ

スクへの対応にあたっては、モニタリングにより工事に伴う変化を早期に検知

し、適切な判断・処置を行うことが極めて重要であるため、工事の前からモニタ

リングの管理体制を構築し、静岡県等や専門家のご意見をお聞きしながら実施

するとともに、結果を利水者や流域市町の皆様にご報告し、ご安心につなげてま

いります。 
 
本資料の内容については、今後ご説明の際に利水者や流域市町の皆様から頂い

たご意見やご要望を反映していくとともに、工事開始後に得られる計測の結果

なども踏まえ、取組みの内容については継続的に改善を図ってまいります。 


